過去の活動報告

2008年度北海道ブロック研究会　活動報告
2009年2月22日（日）、北海道ブロック研究会を北海商科大学において開催いたしました。本年度は、研究発表そのものは3件と少なかったものの、学生プレゼンテーション大会と同日開催としたため、特別講演会も含めて盛りだくさんのプログラムとなり、大変有意義な研究会の1日となりました。

　研究発表は、地域・産業界との連携や実践的体験を重視した「高等学校でのビジネス教育構想」や、大量の文書情報からコンピュータを使って有用な情報を取り出す「テキストマイニング」の研究、さらに中国人留学生を例にした、母国の文化や社会システムの違いによるキャリア形成についての研究と、いずれも大変興味深い内容でそれぞれ示唆に富むものでした。

　また、特別講演会として今年度は、医療法人五風会さっぽろ香雪病院の精神科医、橋本真一先生をお招きし、「企業におけるメンタルヘルス対策の実情～産業医の立場から」と題してご講演いただきました。NTT東日本ほか企業内産業医としての長年のご経験から、メンタルヘルス不全の社員への対応の難しさや企業内対策の実情を、事例を交えてわかりやすくお話しくださいました。講演終了後は、参加者との活発な質疑応答が行なわれ充実した講演会となりました。

　さらに、「第5回学生プレゼンテーションコンテスト」では、留学生1名を含む短大生、大学生6名が参加し問題解決型、提案型プレゼンテーションを行いました。実現可能で独創的な発想のプレゼンテーションが行なわれましたが、次年度はより多くの学生が参加できるよう日程ほか運営上の課題も残りました。

　研究会当日のプログラムは以下のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成20年度　日本ビジネス実務学会北海道ブロック研究会プログラム

会　場：北海商科大学　４階　403・405教室
　　（札幌市豊平区豊平6条6丁目）　
	2009年2月22日（日）

	10:00～
	受　付

	特　別　講　演

	10：30～12：00
（講演60分、質疑応答30分予定）
	演題「企業におけるメンタルヘルス対策の実情～産業医の立場から見た場合」
講師：医療法人五風会　さっぽろ香雪病院　精神科医　橋本　真一　先生

	総　会

	12：10～12：30
	平成20年度総会（前年度活動報告、決算、新年度活動予定ほか）

	昼　食

	12：30～13：30
	＊会場に軽食をご用意します

	第5回　学生プレゼンテーション・コンテスト

	13：30～15：00

	＜参加6組＞

１．「札幌の子どもと遊びの変化」札幌国際大学　石井駿輔　
２．「北海道サマータイム計画」札幌国際大学短期大学部　金山鈴華
３．「路線タクシー」サービスの実践　札幌国際大学　工藤周平
４．「演劇まちづくり～演劇で札幌を活性化させよう」札幌国際大学　高橋郁衣
５．「中日民族感情－障壁を取り除き、良い協力を」　　　
中国煙台大学（北海商科大学留学生）張万超
６．「丘珠空港の活性化について」　北海商科大学　宮本敬史

	研　究　発　表　（発表20分、質疑応答10分）

	15:10～15：40

	高等学校（教科：商業）学習指導要領（公示）に対する本校でのビジネス教育構想（私案）

旭川明成高等学校　　木村　徳康

	15：40～16：10
	日本語文章のテキストマイニング
札幌国際大学　乳井　克憲


	16：10～16：40
	中国人留学生にみるキャリアの描き方
北海商科大学　加藤　由紀子

	移　動

	17：30～
	懇親会

会場：ダイニングバー　ネロ　（ロビンソン８階　電話011-532-5999）



（敬称略）






